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８
月
24
日
、
岸
田

文
雄
首
相
は
、
原
子

力
発
電
所
の「
新
増

設
」に
つ
い
て
検
討
す

る
よ
う
指
示
を
出
し

た
。「
現
時
点
で
は
想
定
し
て
い
な
い
」
と
し

て
い
た
姿
勢
の
大
転
換
だ
と
大
き
く
報
じ
ら

れ
た
が
、こ
れ
は
か
な
り
前
か
ら
想
定
さ
れ
た

シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

　

今
年
の
冬
、
夏
と
日
本
で
は
電
力
危
機
が

叫
ば
れ
た
。
次
の
冬
は
、
さ
ら
に
深
刻
だ
と

政
府
は
叫
ぶ
。
さ
ら
に
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
目
標
達
成
に
は
、

火
力
発
電
増
設
は
好
ま
し
く
な
い
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
数
か
月
で
大
幅
に
増
や
す

の
も
困
難
。
と
な
れ
ば
、
原
子
力
発
電
し
か

な
い
と
い
う
議
論
が
勢
い
づ
く
。

　

そ
う
い
う
計
算
が
あ
る
か
ら
、
政
府
は
再

エ
ネ
拡
大
策
も
省
エ
ネ
推
進
策
も
と
ら
ず
、

あ
え
て
電
力
不
足
を
演
出
し
た
。
一
方
、
政

治
の
舞
台
で
カ
ギ
を
握
る
立
憲
民
主
党
は
、

連
合
と
の
関
係
で
、
動
き
が
鈍
い
。
あ
と
は
、

国
民
の
脱
原
発
世
論
だ
け
が
頼
り
だ
が
、で

は
、
国
民
に
即
時
脱
原
発
の
正
当
性
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ

ろ
う
か
。
私
は
、
国
会
で
原
発
を
保
有
す
る

電
力
会
社
の
首
脳
を
集
め
て
、
正
面
か
ら
議

論
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
そ
こ
で
、
野

党
側
か
ら
の
４
つ
の
質
問
を
す
る
の
だ
。

　

第
１
に
、
原
発
は
民
間
耐
震
住
宅
並
み
の

耐
震
性
を
備
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

第
２
に
、
事
故
の
際
の
無
制
限
の
損
害
賠

償
責
任
保
険
を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
の
電
力
会
社
の
備
え
は
政
府
運
営
の

一
種
の
保
険
だ
け
だ
が
一
基
当
た
り
わ
ず
か

１
２
０
０
億
円
。
原
発
は
危
険
す
ぎ
て
引
き

受
け
る
保
険
会
社
が
な
く
、
電
力
会
社
の
社

長
た
ち
は
答
え
に
窮
す
る
。

　

第
３
に
、
避
難
計
画
を
原
子
力
規
制
委
の

審
査
対
象
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
避
難
計

画
が
専
門
家
未
審
査
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

第
４
に
、
核
の
ゴ
ミ
処
理
計
画
を
１
年
以

内
に
提
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。社
長
た
ち
は
、

１
年
で
は
無
理
と
い
う
。
で
は
２
年
で
と
言
っ

て
審
議
を
打
ち
切
る
。

　

耐
震
性
の
話
に
戻
る
が
、
原
発
事
故
の
被

害
の
甚
大
さ
と
日
本
が
地
震
大
国
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
原
発
の
耐
震
性
が
安
全
性

の
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
で
も
わ
か
る
。

　

民
間
で
耐
震
住
宅
を
謳
う
三
井
ホ
ー
ム
は

最
大
５
１
１
５
ガ
ル
の
揺
れ
に
耐
え
る
（「
ガ

ル
」
は
、
地
震
の
強
さ
を
測
る
単
位
）。
住

友
林
業
は
３
４
０
６
ガ
ル
。
21
世
紀
の
日
本

最
大
の
揺
れ
は
、
08
年
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
の
４
０
２
２
ガ
ル
。
東
日
本
大
震
災
は

２
９
３
３
ガ
ル
。
原
発
は
、も
ち
ろ
ん
、こ
れ

を
上
回
る
耐
震
性
を
備
え
る
べ
き
だ
。

　

し
か
し
、
実
は
、
日
本
の
原
発
の
耐
震
性

は
６
０
０
〜
１
０
０
０
ガ
ル
程
度
に
過
ぎ
な

い
。
２
０
０
０
年
以
降
日
本
で
は
１
０
０
０

ガ
ル
以
上
の
地
震
は
18
回
も
起
き
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
国
民
は
、
せ
め
て
民
間
並
み
の
耐

震
性
は
も
た
せ
て
欲
し
い
と
言
う
だ
ろ
う
。

社
長
た
ち
は
、「
う
ち
の
原
発
の
敷
地
に
限
っ

て
大
き
な
地
震
は
起
き
な
い
」
と
答
え
る
。

も
う
こ
の
一
点
だ
け
で
も
「
原
発
は
動
か
す

な
！
」と
な
る
は
ず
だ
。
さ
ら
に
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
見
て
国
民
は
原
発
が
戦
争
で
敵
に
狙
わ

れ
た
時
の
リ
ス
ク
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

電
力
不
足
と
言
っ
て
も
、ピ
ー
ク
時
に
一
部

の
地
域
で
数
％
不
足
す
る
と
い
う
だ
け
。
節

電
な
ど
で
対
応
す
れ
ば
経
済
へ
の
影
響
は
極

少
化
可
能
だ
。

　
一つ
予
言
し
て
お
こ
う
。
こ
の
秋
、「
柏
崎

刈
羽
原
発
を
動
か
せ
！
」
と
い
う
動
き
が
出

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
電
力
不
足
対
策
で
は
な

く
、
経
産
省
の
事
実
上
の
子
会
社
と
な
っ
た

東
京
電
力
の
経
営
救
済
の
た
め
で
あ
る
。

　

電
力
不
足
！
に
騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

「
原
発
政
策
の
大
転
換
」は
亡
国
へ
の
道 

古
賀　
茂
明（
古
賀
茂
明
政
策
ラ
ボ
代
表
）
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■
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
と
は
？

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
総
称
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の

一
種
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
毒
性
に

つ
い
て
、低
体
重
出
産
、

発
が
ん
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
異
常
、
肝
機
能
へ

の
悪
影
響
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
水
や

油
を
は
じ
く
、
熱
に
強

い
性
質
を
持
つ
た
め
撥

水
剤
、
乳
化
剤
、
水
の
膜
を
つ
く
る
泡
消
火

剤
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す（
身
近

　
は
じ
め
に〝
奇
病
〟あ
り
き
―
水
俣
病
や
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
は
原
因
判
明
ま
で
、
鬼
神
に
と
り
付
か
れ
た
と
忌
避
さ
れ

た
。
そ
の
轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
住
民
自
ら
が
医
学
者
の
協
力
を
得
て
、
飲
用
す
る
水
道
水
等
で
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が

体
内
に
ど
う
蓄
積
さ
れ
た
か
の
血
液
検
査
を
行
う
。
背
景
に「
免
疫
系
へ
の
害
、
癌
リ
ス
ク
の
増
加
、
出
生
時
の
体
重
の

低
下
な
ど
」（
欧
州
環
境
機
関
Ｅ
Ｅ
Ａ
の「
人
へ
の
有
害
影
響
」
研
究
報
告
）の
警
鐘
が
鳴
り
響
く
。

な
も
の
と
し
て
は
フ
ラ
イ
パ
ン
や
防
水
衣
服
、

化
粧
品
）。
米
軍
は
１
９
６
０
年
代
に
航
空

機
の
燃
料
火
災
を
鎮
火
す
る
た
め
泡
消
火
剤

を
化
学
メ
ー
カ
ー
と
共
同
し
て
開
発
。
日
常

的
に
消
火
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
へ
の
規
制

　

09
年
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
残
留
性
有
機
汚
染
物

質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
で
製
造
・

保
有
・
使
用
が
禁
止
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
も
19
年
に

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
規

制
が
な
く
、
19
年
の
沖
縄
米
軍
基
地
の
地
下

水
汚
染
を
契
機
に
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
が
国
に

制
定
を
要
請
。
国
は
20
年
に
水
道
水
の
暫
定

目
標
値
を
定
め
ま
し
た（
米
国
の
飲
料
水
の

生
涯
健
康
勧
告
値
に
な
ら
う
）。
米
国
の
環

境
保
護
庁（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）は
６
月
、
新
し
い
生
涯

健
康
勧
告
値
と
し
て
従
来
よ
り
３
千
倍
も
厳

し
い
値
を
示
し
ま
し
た
。

■
横
田
基
地
周
辺
の
井
戸
・
水
道
水
汚
染

　

横
田
基
地
で
は
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
泡

消
火
剤
を
使
っ
た
消
火
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
。
放
出
さ
れ
た
泡
消
火
剤
は
空
気
中
に
拡

散
し
、
周
辺
土
壌
を
汚
染
、
長
年
に
わ
た
り

地
下
水
に
浸
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

18
年
12
月
10
日
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏

が
米
国
情
報
公
開
制
度
に
よ
り
入
手
し
た
米

軍
文
書
を
も
と
に
次
の
よ
う
に
報
じ
ま
し
た
。

「
米
軍
横
田
基
地
で
は
10
〜
17
年
に
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
含
む
泡
消
火
剤

が
計
３
１
６
１
リ
ッ
ト
ル
漏
出
し
、
12
年
に

は
泡
消
火
剤
３
０
２
８
リ
ッ
ト
ル
が
貯
蔵
タ

ン
ク
か
ら
土
壌
に
漏
出
し
た
。
し
か
し
、
漏

出
は
日
本
側
に
通
報
さ
れ
な
か
っ
た
。」

　
こ
の
報
道
後
に
東
京
都
水
道
局
は
高
濃
度

に
汚
染
さ
れ
た
地
下
水
の
水
道
水
へ
の
利
用

を
制
限
す
る
動
き
に
出
ま
す
が
、
外
部
に
は

公
表
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

20
年
１
月
６
日
、
朝
日
新
聞
が
都
の
情
報

開
示
資
料
を
も
と
に
、
横
田
基
地
周
辺
の
４
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「
多
摩
地
域
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
を
明
ら
か
に
す
る
会
」今
年
８
月
に
発
足

「
多
摩
地
域
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
を
明
ら
か
に
す
る
会
」今
年
８
月
に
発
足

〜
人
体
毒
性
が
立
証
さ
れ
た
〝
永
遠
の
化
学
物
質
〟
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
〜

〜
人
体
毒
性
が
立
証
さ
れ
た
〝
永
遠
の
化
学
物
質
〟
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
〜
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カ
所
の
井
戸
が
高
濃
度
に
汚
染
と
報
道
。
さ

ら
に
８
日
付
は
、
府
中
・
国
分
寺
・
国
立
３

市
の
浄
水
所
で
19
年
６
月
に
水
道
水
か
ら
高

濃
度
で
検
出
、
水
源
の
井
戸
か
ら
の
汲
み
上

げ
を
中
止
し
、
水
源
を
川
の
水
な
ど
に
切
り

替
え
て
濃
度
を
下
げ
た
と
報
じ
ま
し
た
。

　

都
は
05
年
ご
ろ
か
ら
多
摩
地
区
で
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
濃
度
を
調
査
。
国
分
寺
市

と
府
中
市
の
浄
水
所
の
11
〜
18
年
の
計
測

結
果
を
、
２
０
２
０
年
の
都
水
道
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
ま
し
た（
図
参
照
）。
同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
現
在
の
水
道
水
は
汲
み

上
げ
中
止
に
よ
り
国
の
暫
定
目
標
値
以
下
に

な
っ
た
、
飲
ん
で
も
問
題
が
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
高
濃
度
に
汚

染
さ
れ
た
浄
水
所
の
水
道
水
を
飲
用
し
て
き

た
住
民
の
体
内
に
ど
れ
だ
け
汚
染
が
蓄

積
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
は
触
れ
て

い
ま
せ
ん
。

■
沖
縄
の
米
軍
基
地
で
汚
染
・
流
出
・

放
出

　

沖
縄
の
米
軍
基
地
で
は
、
00
年
代
か

ら
最
近
ま
で
地
下
水
・
水
道
水
汚
染
や

流
出
な
ど
が
繰
り
返
し
続
い
て
い
ま
す
。

　

嘉
手
納
基
地　

米
軍
の
内
部
文
書

か
ら
基
地
内
で
高
濃
度
汚
染（
14
〜
17

年
、
13
カ
所
で
調
査
）。
県
企
業
局
が

16
年
、
基
地
周
辺
の
河
川
を
水
源
と
す

る
北
谷
浄
水
場
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
が
高
濃

度
で
検
出
さ
れ
た
と
発
表（
那
覇
市
な

ど
７
市
町
村
、
45
万
人
に
給
水
）。

　

普
天
間
基
地　
16
年
、
基
地
に
隣
接

す
る
宜
野
湾
市
の
公
園
の
湧
き
水
が
高

濃
度
汚
染
。
20
年
、
基
地
の
格
納
庫
で

泡
消
火
剤
約
22
万
リ
ッ
ト
ル
が
放
出
。

格
納
庫
横
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
原
因
で

熱
感
知
器
が
作
動
。
泡
消
火
剤
は
基
地

外
に
流
出
し
、
泡
が
住
宅
街
に
舞
っ
た
。

さ
ら
に
21
年
、
米
海
兵
隊
は
基
地
の
貯

水
槽
に
あ
る
６
万
リ
ッ
ト
ル
の
汚
染
水

を
公
共
用
下
水
道
に
意
図
的
に
放
出
。

■
地
位
協
定
な
ど
基
地
立
ち
入
り
の
壁

　

米
国
バ
イ
デ
ン
政
権
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
規

制
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
の
米

軍
基
地
や
工
場
か
ら
の
汚
染
が
対
象
。
在
日

米
軍
基
地
に
つ
い
て
は
情
報
を
出
さ
ず
、無
視

し
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
は
米
側
に
基
地
内
へ

の
立
ち
入
り
を
求
め
て
い
る
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
日
米
地
位
協
定
3
条
で
米
軍
に
排
他

的
管
理
権
を
認
め
、日
本
側
の
立
ち
入
り
権

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
。
環
境
補
足
協
定（
15
年
）も

事
実
上
空
文
化
し
、実
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
沖
縄
の
汚
染
に
対
す
る
住
民
運
動

　

沖
縄
で
は
早
く
か
ら
「
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
汚
染
か
ら
市
民
の
生
命
を
守
る
連
絡
会
」

が
結
成
さ
れ
、
今
年
４
月
に
は
宜
野
湾
市
民

会
館
で
県
民
集
会
を
開
催
。６
月
か
ら
６
市

血中コレステロール値の上昇
（心疾患の原因に）

炎症性大腸炎
（潰瘍性結腸炎）

妊娠による
高血圧/子癇前症
（血圧を上げる）

精子数と運動能力の減少

性的成熟の早期化

乳腺発達の遅れ

低出生体重

確実性が高い
確実性が中程度

出典：欧州環境機関（EEA）資料より

肥満

流産リスクの増加
（流産、死産など）

免疫力低下
（感染症にかかりやすくなる）

前立腺がん

妊娠しにくくなる

甲状腺疾患

乳がん

肝疾患

腎臓がん

大人への
発達影響

胎児への
出生後の発達への影響
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町
村
３
５
０
人
を
対
象
に
自
主
的
な
血
液
検

査
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
多
摩
地
域
で
の
住
民
運
動

　

20
年
１
月
、
新
聞
報
道
で
汚
染
が
明
ら
か

に
な
る
と
、
周
辺
住
民
で
水
汚
染
の
実
態
を

知
る
学
習
会
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、２

月
24
日
に
小
泉
昭
夫
京
都
大
学
名
誉
教
授

を
招
い
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
の
学
習
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た（
二
百
数
十
名
参
加
）。

　

20
年
８
月
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
環
境
ホ
ル

モ
ン
対
策
国
民
会
議
が
府
中
市
・
国
分
寺
市

の
住
民
22
名
を
対
象
に
し
て
血
液
検
査
を
実

施
。
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
日
本
人
平
均
の
１
・
５
倍

〜
２
倍
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

21
年
秋
に「
多
摩
地
域
の
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
汚
染
を
明
ら
か
に
す
る
会（
準
備
会
）」

を
立
ち
上
げ
、
数
百
名
規
模
の
自
主
的
な
血

液
検
査
を
進
め
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

８
月
７
日
、
国
分
寺
労
政
会
館
で
会
発
足
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　

血
液
分
析
を
担
当
さ
れ
る
原
田
浩
二
京
都

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
准
教
授
の
記
念

講
演
や
沖
縄
か
ら
の
報
告
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
住
民
の
体
内
に
ど
れ
だ
け
汚
染
物
質
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
米
軍
・

国
・
都
に
解
決
を
迫
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

（
７
月
12
日
記
）

●
連
絡
先
：
根
木
山
幸
夫（
〒
１
９
１
−

０
０
３
３
日
野
市
百
草
９
９
９
−１
３
４
−

３
１
１　
☎
０
４
２
−５
９
３
−２
８
８
５
）

●
参
考
文
献
：
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
、小
泉

昭
夫
、
島
袋
夏
子
共
著『
永
遠
の
化
学
物
質

　

水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
』岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
。

●
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://tamap	

fas.wixsite.com/info

■
住
民
の
自
主

的
な
血
液
検
査

が
ス
タ
ー
ト

　

私
が
東
京
都

の
羽
村
に
越
し

て
き
た
の
は
50
年
前
で
し
た
。
当
時
は
、
ま

だ
町
で
し
た
が
自
力
で
市
に
な
り
、
現
在
人

口
は
５
万
５
千
人
弱
で
す
。

　

１
６
５
３
年
に
は
、
多
摩
川
の
羽
村
か
ら

新
宿
四
谷
ま
で
全
長
42
・
74
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
玉
川
上
水
が
築
か
れ
ま
し
た
が
、
今
で
も

羽
村
取
水
堰
や
玉
川
上
水
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト

血
液
調
査
で
人
体
へ
の
汚
染
実
態
を
探
る

血
液
調
査
で
人
体
へ
の
汚
染
実
態
を
探
る

高
橋
高
橋  

美
枝
子

美
枝
子  （
横
田
基
地
の
撤
去
を
求
め
る
西
多
摩
の
会
）

（
横
田
基
地
の
撤
去
を
求
め
る
西
多
摩
の
会
）      

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
奪
わ
な
い
た
め
に
決
起

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
奪
わ
な
い
た
め
に
決
起

で
す
。
羽
村
の
水
道
水
は
地
下
水
で
お
い
し

い
水
で
す
が
、
果
た
し
て
安
全
で
し
ょ
う
か
？

　

羽
村
に
限
ら
ず
三
多
摩
に
は
湧
き
水
も
あ

り
、
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
の
は
ず
で
し
た
。

が
、
近
年
、
米
軍
横
田
基
地
周
辺
の
井
戸
水

が
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
汚
染
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
。
さ
ら
に
水
道
水
源
の
地
下
水

が
汚
染
さ
れ
、
住
民
の
血
液
か
ら
も
検
出
さ

れ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
さ
る
８
月
７
日
、「
多
摩
地
域
の
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
汚
染
を
明
ら
か
に
す
る
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
住
民
の
自
主
的
な
血
液
検

査
で
ど
の
よ
う
に
汚
染
が
体
内
に
蓄
積
れ
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、原
田
浩
二
先

生
の
ご
協
力
を
得
て
、
採
血
希
望
者
を
募
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

米
空
軍
横
田
基
地
は
、
戦
後
米
軍
に
接
収

さ
れ
77
年
経
ち
ま
す
。
毎
日
、
米
本
国
か
ら

も
大
型
の
輸
送
機
や
空
中
給
油
機
が
飛
来

し
、
横
田
基
地
の
輸
送
機
や
オ
ス
プ
レ
イ
は

住
宅
地
上
空
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　

横
田
基
地
は
環
境
面
で
も
様
々
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
沖
縄
の
嘉
手
納
基
地
周

辺
で
燃
え
る
井
戸
水
事
件
が
あ
り
ま
し
た

が
、
横
田
基
地
で
も
１
９
６
７
年
、
燃
料
漏

れ
で
昭
島
市
内
の
68
の
家
庭
用
井
戸
水
が
汚

染
さ
れ
た「
燃
え
る
井
戸
水
事
件
」
が
あ
り

ま
し
た
。１
９
９
３
年
に
は
６
８
０
０
０
リ
ッ

ト
ル
の
燃
料
漏
れ
事
件
が
発
生
。
２
０
１
２
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右『野川を清流に』、当会前々身の三多摩問題調査研究会が
1973年創刊（B5版片面タイプ印刷で100部。後にオフセット印
刷、12,000部発行、会長：本谷勲・東京農工大学教授、76号で
1995年終刊）。左『ATT』ATT流域研究所が1993年創刊（関東
三大河川のイニシアル、「分水嶺を越えて」総合研究の理念、理
事長：小倉紀雄・東京農工大学教授。B5判8頁2,200部、後に
16頁5,000部、2005年36号で廃刊）等が伏流して『奔流』が
2010年に創刊された・・・。
●このスペースは、C企業がご提供くださいました。深謝！

広大な裾野に湧く泉　～水脈を掘る～

年
に
は
３
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
泡
消
火
剤
漏

れ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
横
田
基
地
周
辺
で
は
、
長
い
間

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
入
っ
た
泡
消
火
剤
で

航
空
機
の
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
土
壌
に
浸
透
し
、
広
い
地
域
の
地
下
水

を
汚
染
し
て
い
る
の
で
す
。

■
真
実
に
光
を
あ
て
る
闘
い

　

実
在
の
弁
護
士
を
描
い
た
映
画『
ダ
ー
ク
・

ウ
オ
ー
タ
ー
ズ
〜
巨
大
企
業
が
恐
れ
た
男
』

（
ト
ッ
ド
・
ヘ
イ
ン
ズ
監
督
）
を
見
ま
し
た
。

大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
、デ
ュ
ポ
ン
社
の
工
場
か

ら
の
廃
棄
物
が
流
れ
込
ん
だ
小
川
の
水
を
飲

み
、１
９
０
頭
の
牛
が
狂
っ
た
よ
う
に
次
々
と

死
ん
で
い
っ
た
こ
と
を
訴
え
ら
れ
た
の
が
始
ま

第
２
条（
目
的
及
び
指
針
）

（
１
）本
会
は
、
千
曲
川
・
信
濃
川
の
現

状
を
憂
い
、か
ぎ
り
な
く
河
川
を
愛
す
る

人
々
、
諸
団
体
等
の
叡
智
と
情
熱
を
結

集
し
、
名
実
と
も
に
日
本
一
の
大
河
に
復

権
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）こ
の
目
的
を
完
遂
す
る
行
動
指
針

と
し
て
、「
水
系
一
環
の
原
理
」
を
す
え
、

活
動
領
域
を
本
流
に
と
ど
め
ず
、
支
流
や

農
業
用
水
、
小
川
、
湖
沼
、
運
河
、
そ
し

て
、「
森
・
川
・
海
と
マ
チ
を
結
ぶ
」ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
努
め
る
。
真
に
里
人
や
市

民
の
暮
ら
し
が
安
全
で
豊
か
な
も
の
に
な

り
で
し
た
。
こ
の
汚
染
水
が
人
体
に
影
響
が

な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
で
、肝
臓
が

ん
な
ど
や
甲
状
腺
疾
患
、
妊
娠
高
血
圧
症
な

ど
の
病
気
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

敢
然
と
、「
巨
大
企
業
の
隠
蔽
を
暴
き
、

独
り
で
闘
っ
た
弁
護
士
の
実
話
」だ
け
に
、迫

真
力
が
み
な
ぎ
っ
た
映
画
で
す
。
そ
の
チ
ラ
シ

コ
ピ
ー
に「
真
実
に
光
を
あ
て
る
た
め
に
、ど

れ
だ
け
の
も
の
を
失
う
覚
悟
が
あ
る
の
か
│
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
俣
病
、イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
な
ど
の
日
本
公
害
史
に
も
通
底
す
る
被

害
住
民
の
闘
い
は
、
人
口
の
多
い
都
市
で
よ

り
深
刻
な
局
面
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
、
米
環
境
保
護
局（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）が
、
飲

料
水
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
生

涯
健
康
勧
告
値（
人
が
一
生
飲
み
続
け
て
も

健
康
に
影
響
が
生
じ
な
い
と
み
ら
れ
る
値
）

を
Ｐ
Ｆ
О
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
О
Ａ
の
合
計
で
１
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
０・０
２
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
３
０
０
０
倍
近
い
厳

し
い
値
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
有
害
な
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

が
、
三
多
摩
の
水
道
水
を
汚
染
し
、
未
来
を

生
き
る
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
命
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。
待
っ
た
な
し
の
大
問
題
で
す
。
安

全
な
水
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

●
参
考
文
献

　

諸
永
裕
司
著『
消
さ
れ
た
水
汚
染
～
「
永

遠
の
化
学
物
質
」
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

死
角
』
平
凡
社
新
書
。

　

ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
著『
追
跡　

日
米
地

位
協
定
と
基
地
公
害
』
岩
波
書
店
刊
。

る
よ
う
地
域
の
伝
統
と
文
化
を
ふ
ま
え
、
水

環
境
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
実
践
を
し
つ
つ
、

「
全
原
発
廃
炉
促
進
法
」、「
ダ
ム
撤
去
推
進

法
」
等
の
制
定
を
め
ざ
す
。

第
３
条（
構
成
）

（
１
）本
会
は
、
第
２
条
の
目
的
及
び
指
針
に

賛
同
し
、所
定
の
入
会
手
続
き
を
得
た
市
民
、

団
体
等
の
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
し
、国

籍
、
年
齢
を
問
わ
な
い
。

（
２
）世
話
人
及
び
会
員
の
活
動
は
無
報
酬
と

す
る
。
但
し
、機
関
決
定
を
し
た
活
動
等
の
諸

経
費
は
予
算
書
に
よ
り
費
用
弁
償
を
行
う
。

第
４
条（
入
会
及
び
退
会
等
）

（
１
）入
会
を
希
望
す
る
人（
団
体
）
は
、
本

会
所
定
の
郵
便
局「
払
込
取
扱
票
」の
全
項

目
を
記
入
・
署
名
の
う
え
、
第
５
条
所
定
の

会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
５
条（
会
費
及
び
活
動
・
事
業
）

（
１
）本
会
の
活
動
は
会
費
及
び
寄
付
金
、そ

の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。
年
会

費
は
、
下
記
の
通
り
と
す
る
。
但
し
、
年
度

途
中
で
入
会
し
た
場
合
に
も
同
額
と
す
る
。

①
正
会
員
：
１
口 

１
，
０
０
０
円
を
３
口

以
上
納
め
た
方
。

②
賛
助
会
員
：
１
口 
１
，
０
０
０
円
を
１

口
以
上
納
め
た
方
。
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２
月
24
日
の

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
開
始

か
ら
、
す
で
に
半

年
近
く
が
経
過

し
た
。
両
国
と
も
多
く
の
死
傷
者
が
で
て
お

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
避
難
民
は
国
内
外
あ
わ

せ
１
０
０
０
万
人
を
超
え
る
。
ロ
シ
ア
は
直

ち
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
す
る
べ
き
だ
。

　

こ
の
戦
争
で
は
史
上
初
め
て
、
稼
働
中
の

民
生
用
原
発
が
攻
撃
対
象
に
な
っ
た（
ロ

シ
ア
も
批
准
す
る
戦
時
国
際
法
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
条
約
は
原
発
へ
の
攻
撃
を
禁
じ

て
い
る
）。
攻
撃
さ
れ
た
の
は
欧
州
最
大

規
模
を
有
す
る
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
だ
。

３
月
４
日
、ロ
シ
ア
軍
が
原
発
敷
地
内
に

侵
入
、
軍
用
車
両
な
ど
か
ら
放
た
れ
た

砲
弾
の
一
部
は
原
子
炉
建
屋
近
傍
に
も

着
弾
し
た
。
以
来
、同
原
発
は
ロ
シ
ア
軍

の
占
領
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
原
発
の

運
営
自
体
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
行
っ
て
い

る
も
の
の
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
原
子
力
公
社
エ

ネ
ル
ゴ
ア
ト
ム
は
、ロ
シ
ア
側
に
よ
る
職

員
へ
の
暴
行
、
連
れ
去
り
な
ど
を
報
告
し

て
い
る
。
ま
た
原
発
の
軍
事
基
地
化
も

～～  

真
剣
な
国
民
的
議
論
の
た
め
に

真
剣
な
国
民
的
議
論
の
た
め
に  

～～

松
久
保

松
久
保  

肇肇  （
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人  

原
子
力
資
料
情
報
室
）

原
子
力
資
料
情
報
室
）      

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け
て
、日
本
の
原
発
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け
て
、日
本
の
原
発
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

進
め
ら
れ
て
お
り
、す
で
に
一
部
建
屋
内
に
は

軍
用
車
両
が
格
納
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
な

お
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
は
、
原
発
の
武
力
に
よ
る

奪
還
は
危
険
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
考
え
て
い

な
い
と
い
う
。
取
り
戻
す
場
合
、
原
発
に
駐

屯
す
る
ロ
シ
ア
軍
を
孤
立
さ
せ
、
自
ら
撤
退

す
る
よ
う
仕
向
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ロ
シ
ア
軍
は
一
時
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
原
発
か

ら
30‌
km
ま
で
迫
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
電
力

供
給
の
５
割
以
上
を
原
発
に
頼
っ
て
お
り
、

占
領
さ
れ
る
と

電
力
が
人
質
に

と
ら
れ
か
ね
な

い
。
原
発
は
戦

略
目
標
と
し
て

狙
わ
れ
た
の
だ
。

こ
れ
ま
で
原
発

へ
の
攻
撃
で
想

定
さ
れ
て
き
た

の
は
も
っ
ぱ
ら

テ
ロ
リ
ス
ト
な

ど
の
非
国
家
主

体
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
。
国
に

よ
る
原
発
攻
撃

は
想
定
さ
れ
て
も
対
処
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

だ
が
、
今
回
ロ
シ
ア
は
原
発
を
攻
撃
し
た
の

だ
っ
た
。

◆
日
本
へ
の
教
訓

　

原
発
へ
の
攻
撃
は
多
大
な
危
険
を
伴
う
。

格
納
容
器
・
圧
力
容
器
が
破
壊
さ
れ
、
放
射

性
物
質
が
外
部
に
出
る
こ
と
も
考
え
う
る
。

そ
こ
ま
で
至
ら
ず
と
も
、
冷
却
機
能
を
失
え

ば
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
よ
う
に
、
燃
料
の

溶
融
、水
素
爆
発
に
至
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

ま
た
原
発
に
は
大
量
の
使
用
済
み
燃
料
を

格
納
す
る
プ
ー
ル
が
あ
り
、
こ
れ
が
冷
却
で

き
な
く
な
れ
ば
、
燃
料
が
溶
け
、
放
射
性
物

質
が
大
量
に
環
境
に
放
出
さ
れ
る
。
ほ
か
に

も
、
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
で
は
攻
撃
に
よ
り

火
災
が
起
き
た
が
、ロ
シ
ア
軍
は
一
時
、
消
火

活
動
を
阻
止
し
た
。

　

そ
う
で
な
く
と
も
戦
闘
中
の
消
火
活
動
や

損
傷
箇
所
の
応
急
措
置
は
困
難
を
極
め
る
。

戦
争
長
期
化
も
リ
ス
ク
だ
。
燃
料
や
修
理
に

必
要
な
パ
ー
ツ
供
給
が
難
し
く
な
る
し
、
原

発
が
つ
な
が
る
送
電
網
切
断
に
よ
り
冷
却
に

支
障
が
出
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
占
拠
長
期

化
に
よ
る
原
発
職
員
へ
の
ス
ト
レ
ス
も
大
き

な
リ
ス
ク
だ
。

　

仮
に
、ロ
シ
ア
軍
が
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
を

破
壊
す
れ
ば
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
地

続
き
の
ロ
シ
ア
な
ど
に
も
甚
大
な
被
害
が
発

生
す
る
た
め
、
常
識
的
に
は
原
発
の
破
壊
は
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考
え
に
く
い
。
翻
っ
て
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ

る
場
合
は
ど
う
か
。
そ
れ
は
、
交
戦
相
手
が

何
を
目
標
に
置
く
か
で
変
わ
る
。
日
本
の
交

戦
能
力
を
奪
う
場
合
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
で
の

原
発
破
壊
も
あ
り
得
る
。
日
本
の
占
領
で
あ

れ
ば
、
意
図
的
な
原
発
破
壊
の
可
能
性
は
低

い
が
、
原
発
占
拠
は
あ
り
得
る
。

　

日
本
政
府
は
原
発
を
厳
重
に
警
備
す
る
と

い
う
。
だ
が
、
原
発
防
衛
で
は
単
に
占
拠
さ

せ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
原
発
を
安
全
に
防

衛
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
本
当

に
可
能
な
の
か
。
日
本
の
商
用
原
発
は
海
沿

い
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
衛
は
困
難
を
極
め

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
他
に
も
戦

闘
中
の
周
辺
住
民
避
難
方
法
、
原
発
占
拠
時

の
対
処
方
法
な
ど
、
多
く
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
。

　

原
発
だ
け
で
は
な
い
、
日
本
は
使
用
済
み

燃
料
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
す
る
再
処

理
工
場
を
青
森
県
六
ヶ
所
村
に
建
設
中
だ
。

す
で
に
同
工
場
に
は
大
量
の
使
用
済
み
燃
料

や
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
液
な
ど
が
溜
ま
っ
て

い
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
は
再
処
理
工
場
な

ど
の
原
子
力
関
連
施
設
へ
の
攻
撃
は
禁
じ
て

い
な
い
が
、
危
険
性
は
原
発
を
上
回
る
。
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
は
核
兵
器
に
転
用
で
き
る
。
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
を
年
間
最
大
８
ト
ン
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
す
る
能
力
を
持
つ
。
他
国

や
テ
ロ
リ
ス
ト
な
ど
に
占
拠
さ
れ
た
場
合
、

分
離
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
盗
取
さ
れ
か
ね

な
い
。
世
界
的
核
拡
散
に
繋
が
り
う
る
。

　

２
０
２
１
年
度
の
日
本
の
電
力
供
給
に
占

め
る
原
発
シ
ェ
ア
は
7.8
％
。２
０
３
０
年
に
は

20
〜
22
％
に
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
。
国
民
・

国
際
社
会
を
危
険
に
さ
ら
し
な
が
ら
原
発
・

再
処
理
工
場
を
運
転
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る

の
か
。
真
剣
な
議
論
が
必
要
だ
。

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

と
原
発

　

今
年
の
２
月
24
日

に
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
侵
攻
し
、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」が
始

ま
る
と
間
も
な
く
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
が
ロ

シ
ア
軍
に
攻
撃
さ
れ

占
拠
さ
れ
た
と
い
う
衝

撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
た
。
こ
れ
は
原
発

が
戦
争
と
い
う
環
境

に
曝
さ
れ
た
歴
史
上

初
め
て
の
出
来
事
だ
。

大
量
の
放
射
性
物
質
を
溜
め
込
ん
だ
原
発
が

破
壊
さ
れ
た
ら
、
破
局
的
な
被
害
が
生
じ
る

か
ら
、
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
っ
た
が
、
幸
い
ロ

シ
ア
軍
は
場
所
を
占
拠
し
た
だ
け
で
、
原
発

の
破
壊
は
せ
ず
、
管
理
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
運

転
員
に
任
せ
、
間
も
な
く
作
戦
変
更
に
よ
り

撤
退
し
て
い
っ
た
。

　

ど
う
い
う
経
緯
か
は
不
明
だ
が
、
原
発
が

破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
幸
運
だ
っ
た
。
使

用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
を
ミ
サ
イ
ル
が
直
撃
し

て
い
た
ら
、
大
量
の
放
射
能
が
環
境
に
放
出

さ
れ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
も
ち
ろ
ん
北
半
球

諸
国
に
も
大
被
害
を
与
え
て
い
た
は
ず
だ
。

◆
恐
る
恐
る
書
い
た「
原
発
を
並
べ
て
自
衛

戦
争
は
で
き
な
い
」

　

２
０
０
７
年
に
季
刊
誌「
リ
プ
レ
ー
ザ
」

Vol.
３
夏
号
に
、
同
誌
の
編
集
者
の
一
人
で
小

学
・
中
学
・
高
校
で
一
緒
だ
っ
た
友
人
Ｎ
か

ら
「
原
発
に
つ
い
て
何
か
書
け
よ
」と
言
わ
れ

て
私
が
投
稿
し
た
の
が「
原
発
を
並
べ
て
自

衛
戦
争
は
で
き
な
い
」
と
い
う
小
論
文
だ
っ

た
。
私
が
原
発
メ
ー
カ
ー
に
35
年
間
勤
め
、

２
０
０
２
年
３
月
末
に
定
年
退
職
し
て
か
ら

５
年
が
経
っ
た
時
に
執
筆
の
誘
い
が
あ
っ
た
わ

け
だ
。
厳
し
く
、
且
つ
、
被
ば
く
の
危
険
性

が
あ
る
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
原
発
と
は

か
か
わ
り
の
な
い
生
活
に
慣
れ
か
け
て
い
た
。

私
が
書
く
と
す
れ
ば
原
発
の
危
険
性
を
示
し

て
、
全
て
の
原
発
を
即
時
廃
炉
に
す
べ
し
と
い

う
内
容
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
ん
な
内

容
の
文
章
を
公
に
発
表
す
る
の
は
、
利
権
の

塊
で
あ
る
原
子
力
産
業
に「
水
を
掛
け
る
」

こ
と
で
、
ど
ん
な
危
険
が
身
に
及
ぶ
か
わ
か

ら
な
い
。
そ
こ
で
執
筆
を
即
断
っ
た
。
し
か

し
、
原
発
の
設
計
、
建
設
、
保
守
点
検
、
ト
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ラ
ブ
ル
対
応
の
体
験
を
通
じ
て
私
が
知
り
え

た
原
発
の
様
々
な
弱
点
や
危
険
性
に
つ
い
て
、

原
子
力
産
業
界
の
外
に
い
る
国
民
が
知
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
自
分
の
知
り
得
た
こ
と
を
書
か
ず
に

あ
の
世
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
良
い
の
か
？
一
晩

の
内
に
考
え
直
し
て
、
友
人
Ｎ
に「
筆
名
で
な

ら
書
い
て
も
良
い
」と
連
絡
し
、「
山
田
太
郎
」

と
い
う
筆
名
で
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
初
は
技
術
者
と
し
て
知
り
得
た
原
発
の

危
険
性
を
一
般
国
民
に
解
説
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
が
、
書
き
始
め
る
と
原
発
の
様
々

な
弱
点
と
危
険
性
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

の
破
滅
的
事
故
、
中
東
の
熾
烈
な
ゲ
リ
ラ
戦

な
ど
が
心
の
中
で
溶
け
合
っ
て
、
小
論
文
の

柱
が
自
然
に「
原
発
と
戦
争
と
の
密
接
な
関

係
」に
落
ち
着
い
た
。
そ
し
て
、
題
目
は「
原

発
を
並
べ
て
自
衛
戦
争
は
で
き
な
い
」
と
な

り
、
次
の
よ
う
な
結
論
で
書
き
終
え
た
。

Ａ�

．
原
発
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
は
、
軍
事

力
な
ど
で
は
護
れ
な
い
こ
と
。し
た
が
っ
て
、

日
本
の
海
岸
に
並
ん
だ
原
発
は
、
仮
想
敵

（
国
）
が
引
き
金
を
握
っ
た
核
兵
器
で
あ

る
こ
と
。

Ｂ�

．
ひ
と
た
び
原
発
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た

ら
、
日
本
の
土
地
は
永
久
に
人
が
住
め
な

い
土
地
に
な
り
、
再
び
人
が
住
め
る
よ
う

に
戻
る
可
能
性
が
無
い
こ
と
。

　

こ
の
小
論
文
を
投
稿
し
た
４
年
後
の

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が

起
き
、地
震
と
そ
れ
に
伴
う
大
津
波
に
よ
り
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
が「
３
・
11
フ
ク

シ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
過
酷
事
故
が
起
き
て
し

ま
っ
た
。
同
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射

性
物
質
は
福
島
県
を
中
心
に
、北
は
北
海
道
、

南
は
関
東
、
中
部
地
方
ま
で
広
が
り
、
事
故

発
生
か
ら
11
年
余
り
が
経
つ
今
も
事
故
収
束

の
目
途
が
立
た
な
い
。
事
故
が
起
き
た
原
因

は
違
え
ど
、
武
力
攻
撃
を
受
け
て
も
同
じ
よ

う
な
事
故
が
起
き
る
の
で
あ
り
、
は
か
ら
ず

も
「
３
・
11
フ
ク
シ
マ
」は
小
論
文
の
結
論
Ｂ

を
実
証
し
て
し
ま
っ
た
。

◆
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
？

　
「
原
発
を
並
べ
て
自
衛
戦
争
は
で
き
な
い
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
日
本
の
常
識
に
な
れ
ば
、

自
衛
隊
の
保
有
も
米
軍
の
駐
留
も
不
要
に
な

り
、
ま
さ
に
憲
法
９
条
の
文
言
を
そ
の
ま
ま

実
践
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
。そ
う
考
え
て
、

「
リ
プ
レ
ー
ザ
」
誌
か
ら
抜
き
刷
り
し
た
小

冊
子
を
今
ま
で
に
５
万
６
千
部
を
印
刷
し
て

機
会
あ
る
ご
と
に
普
及
に
努
め
て
き
た
。
し

か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
勃
発
後
の
日
本
の

政
界
、
言
論
界
の
反
応
は「
軍
備
を
倍
増
す

べ
き
」が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
の
宣
伝
力
が
足
り
な
か
っ

た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

大
手
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
各
社
の
論
調
は
政
権
へ
の

忖
度
か「
憲
法
９
条
厳
守
」
と
い
う
も
の
は

ほ
と
ん
ど
無
い
。６
年
前
か
ら
始
め
た
私
流
の

「
一
人
デ
モ
」
を
さ
ら
に
宣
伝
力
に
工
夫
を
加

え
て
続
け
よ
う
と
決
意
し
て
い
る
。（
了
）

～～  

核
な
き
平
和
な
世
界
を

核
な
き
平
和
な
世
界
を  

～～

榛
葉
榛
葉  

文
枝
文
枝  （
元
和
光
中
学
校
教
諭
）

（
元
和
光
中
学
校
教
諭
）      

第
五
福
竜
丸
に
託
し
た
願
い

第
五
福
竜
丸
に
託
し
た
願
い

◆
出
会
い
と
別
れ

　

元
第
五
福
竜
丸
乗
組
員
の
大
石
又
七
さ
ん

と
出
会
っ
て
38
年
目
に
、
大
石
さ
ん
が
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
第
五
福
竜
丸

が
ビ
キ
ニ
環
礁
で
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
の

被
害
に
遭
っ
た
１
９
５
４
年
３
月
１
日
か
ら

67
年
を
経
た
直
後
の
昨
年
の
３
月
７
日
の
こ

と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

密
か
に
参
列
さ
せ
て
頂
い
た
葬
儀
、
遺
影

の
前
で
私
は
そ
っ
と
呟
き

ま
し
た
。「
大
石
さ
ん
の
想

い
を
継
い
で
行
動
す
る
こ

と
、お
約
束
し
ま
す
」と
。

◆
和
光
学
園
と
大
石
さ
ん
と
の
絆

　

大
石
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
直
後
の
４
月
、

元
勤
務
校
で
あ
る
和
光
中
学
校
の
入
学
式
で

橋
本
暁
校
長
は
大
石
さ
ん
と
和
光
中
学
生
と

の
出
会
い
を
全
校
生
徒
に
語
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
３
年
秋
、
和
光
中
１
年
生
６
人
が

第
五
福
竜
丸
展
示
館
を
訪
れ
、
大
石
さ
ん
と

出
会
っ
た
こ
と
、
文
化
祭
の
調
査
研
究
の
た
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め
に
と
の
質
問
に
答
え
て
、
被
爆
当
時
の
体

験
を
初
め
て
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
、そ
の
中
に

一
人
の
盲
目
の
少
女
・
高
橋
し
の
ぶ
さ
ん
が

い
て
、そ
の
少
女
に
も
船
の
こ
と
が
手
で
触
れ

て
分
か
る
よ
う
に
と
１
／
50
の
模
型
船
を
作

り
、
２
年
後
の
３
月
、
和
光
中
学
に
寄
贈
さ

れ
た
こ
と
な
ど
話
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
校
長
は
、
君
た
ち
の
先
輩
が
、
30

年
間
大
石
さ
ん
が
心
に
秘
め
て
い
た
思
い
を

語
り
始
め
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ
た
と
、

中
学
生
で
も
出
来
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。
加
え
て
核
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和

に
つ
い
て
こ
の
学
園
で
し
っ
か
り
学
ん
で
欲
し

い
と
語
り
ま
し
た
。

　

和
光
中
学
は
大
石
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
契
機
に
、
第
五
福
竜
丸
の
存
在
意
義
と

核
な
き
世
界
を
願
っ
た
大
石
さ
ん
の
遺
志
を

受
け
継
ぐ
こ
と
を
誓
う
か
の
よ
う
に
、
各
方

面
か
ら
の
取
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
私

も
同
席
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
校
長
は「
和
光
学
園
と

平
和
教
育
」
と
題
し
て
座
談
会
を
計
画
し
ま

し
た
。
座
談
会
は
後
の
和
光
生
８
人
が
大
石

さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
２
０
０
６
年

に
完
成
し
た
第
五
福
竜
丸
模
型
船
・
９
号
船

が
飾
ら
れ
て
あ
る
丸
木
美
術
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

丸
木
美
術
館
の
理
事
・
小
寺
隆
幸
さ
ん
と

和
光
の
卒
業
生（
現
大
学
生
）の
中
山
美
亜

さ
ん
と
橋
本
校
長
と
榛
葉
の
参
加
で
語
り
合

わ
れ
た
座
談
会
は
学
園
報
に
掲
載
さ
れ
、
卒

業
生
や
父
母
な
ど
に
も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

◆
マ
グ
ロ
塚
を
築
地
市
場
跡
へ

　

大
石
さ
ん
の
願
い
が
託
さ
れ
た「
マ
グ
ロ

塚
」
を
築
地
に
設
置
す
る
運
動
も
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た
マ
グ
ロ

の
供
養
と
感
謝
の
思
い
を
寄
せ
て
大
石
さ
ん

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た「
マ
グ
ロ
塚
」
は
、
現
在

第
五
福
竜
丸
展
示
館
脇
の
公
園
内
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
子
ど
も
達
に
呼
び
か

け
10
円
募
金
で
資
金
を
集
め
作
ら
れ
た
塚
を

マ
グ
ロ
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
築
地
に
設
置
し
、

道
行
く
人
々
に「
核
兵
器
の
怖
さ
と
平
和
の

尊
さ
を
さ
り
気
な
く
訴
え
続
け
た
い
」
と
い

う
の
が
大
石
さ
ん
の
願
い
で
す
。

　

ビ
キ
ニ
事
件
か
ら
65
年
を
経
た
２
０
１
９

年
３
月
１
日
、「
マ
グ
ロ
塚
を
築
地
に
作
る

会
」
は
６
２
４
３
筆
の
署
名
を
集
め
、
東
京

都
議
会
議
長
・
都
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

未
だ
果
た
せ
ぬ
こ
の
願
い
を
、２
年
後
の
ビ
キ

ニ
被
爆
70
周
年
に
再
度
東
京
都
に
請
願
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

築
地
に
マ
グ
ロ
塚
を
作
る
会
は
、
９
月
23

日
・
久
保
山
愛
吉
さ
ん（
無
線
局
長
）の
命

日
に
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
を
開
き
ま
す
。

◆
亡
き
大
石
又
七
さ
ん
と
共
に

　

あ
る
秋
、
大
石
さ
ん
と
一
緒
に
マ
グ
ロ
塚
の

脇
に
花
の
種
を
沢
山
蒔
き
ま
し
た
。
春
に
小

さ
な
可
愛
ら
し
い
紫
の
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
き
ま

し
た
。
花
の
名
は
紫
金
草
。
紫
金
草
は
戦
時

中
南
京
か
ら
種
を
持
ち
帰
っ
た
一
人
の
日
本

人
が
育
て
た
花
で
、日
中
友
好
を
め
ざ
す
花
・

平
和
の
花
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
被
害
と
加

害
が
隣
り
合
っ
て
い
る
の
も
一つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
ね
」
と
大
石
さ
ん
は
種
ま
き
に
賛

成
し
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

内
に
秘
め
た
怒
り
は
激
し
く
と
も
、
大
石

さ
ん
の
表
情
は
、い
つ
も
優
し
さ
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
固
い
拳
は
内
に
潜
め
、
穏
や
か
に

楽
し
く
運
動
を
進
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
私

は
大
石
さ
ん
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
世
界
情
勢
は
予

断
を
許
さ
ぬ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
危
機

の
中
で
私
に
出
来
る
こ
と
は
ほ
ん
の
僅
か
で

す
が「
核
の
な
い
平
和
な
世
界
」を
め
ざ
し
て

大
石
さ
ん
と
共
に
進
ん
で
行
こ
う
、
と
改
め

て
心
に
刻
む
こ
の
頃
で
す
。
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読
書
の
友
　
　
　
―
あ
す
の
た
め
に
―

流
域
治
水
が
ひ
ら
く
川
と
人
と
の
関
係

〜
２
０
２
０
年
球
磨
川
水
害
の
経
験
に
学
ぶ

嘉
田　
由
紀
子 

著

農
文
協
・
２
２
０
０
円
＋
税

コ
ロ
ナ
危
機
と
未
来
の
選
択

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
格
差
・
気
候
危
機
へ
の
市
民
社
会
の
提
言

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー 

編

コ
モ
ン
ズ
・
１
２
０
０
円
＋
税

慟
哭
の
日
本
戦
後
史

あ
る
報
道
写
真
家
の
六
十
年

樋
口　
健
二 

著

こ
ぶ
し
書
房
・
２
２
０
０
円
＋
税

　

実
は
出
版
直
後
、
書
評
を
書
き
送
っ
た
が
、

高
齢
者
に
は
苦
手
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
、
記
録

を
再
現
で
き
ず
、
１
年
３
ヵ
月
後
、
84
歳
の

筆
者
は
再
読
し
書
き
送
っ
た
。
そ
の
間
も
コ

ロ
ナ
禍
は
、
簡
単
に
収
ま
ら
ず
春
に
は
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
戦
争
を
仕
掛
け
た
。
日
本

で
は
猛
暑
の
７
月
、
選
挙
運
動
中
に
安
倍
前

総
理
が
襲
撃
さ
れ
命
を
絶
た
れ
た
。

　

こ
の
本
に
書
か
れ
た
市
民
社
会
へ
の
問
題

提
起
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
矛
盾
、
ポ
ス
ト
資

本
主
義
、
人
権
、
環
境
と
開
発
の
課
題
な
ど

の
危
機
へ
の
対
応
を
ど
う
考
え
、
公
正
で
強

靭
か
つ
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
し
て
い
く

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
10
の
提
言
を
し
て
い
る
。

　

特
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
、『
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ

ム（
地
域
自
治
主
義
）
が
ひ
ら
く
〜
公
共
と

自
治
を
取
り
戻
す
』を
書
か
れ
た
岸
本
聰
子

さ
ん
が
、
７
月
の
杉
並
区
長
選
に
仲
間
と
共

に
短
時
間
の
運
動
の
中
、
１
８
７
票
の
僅
差

で
当
選
し
た
こ
と
だ
。
著
者
た
ち
の
訴
え
を

共
有
し
、
各
自
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
・

ア
ク
シ
ョ
ン
に
役
立
て
れ
ば
と
の
思
い
を
強
く

し
た
。�

佐
藤　
禮
子（
豊
島
区
在
住
）

　

球
磨
川
は「
九
万
川
」
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
支
流
が
多
い
。
も
と
も
と
地
質
的
に
も
崩

れ
や
す
い
山
地
を
流
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て

大
水
害
が
起
っ
た
の
か
―
丹
念
な
現
地
調
査

を
ふ
ま
え
、い
の
ち
を
守
る
治
水
と
は
何
か

を
探
り
、「
川
と
共
に
生
き
続
け
る
た
め
の
流

域
治
水
の
あ
り
方
を
問
う
」
時
宜
を
得
た
一

冊
で
あ
る
。

　

豊
か
な
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
山
ほ
ど
、

多
く
の
水
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
、
健
全
な

治
山
治
水
を
保
つ
。
し
か
し
、こ
こ
球
磨
川

流
域
は
、
戦
後
の「
拡
大
造
林
」で
自
然
林

を
伐
採
し
て
、ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹

の
人
工
林
が
増
え
た
。

　

20
年
ほ
ど
前
か
ら
木
材
需
要
を
賄
う
大
規

模
な
皆
伐
が
行
わ
れ
、
支
流
沿
い
の
山
々
が

は
げ
山
に
な
っ
て
、
森
林
保
水
力
の
低
下
が

水
害
の
主
因
と
考
え
る
。気
候
危
機
の
時
代
、

球
磨
川
水
系
を
覆
う
よ
う
に
梅
雨
前
線
が
停

滞
し
、
線
状
降
水
帯
も
発
生
し
て
、
土
石
と

流
木
を
運
び
出
す
激
甚
水
害
を
招
い
た
。
流

域
の
総
合
力
を
結
集
し
た
治
水
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る
。�

大
久
保　
通
禮（
正
会
員
）

　

著
者
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
故
郷
を
離
れ
、

日
本
鋼
管
の
ク
レ
ー
ン
運
転
手
だ
っ
た
時
、

偶
然「
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
」
展
を
観
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
写
真
家
へ
の
道
を
歩
ん
だ
。

大
気
汚
染
の
町
・
四
日
市
、
毒
ガ
ス
の
島
・

大
久
野
島
、
闇
に
消
さ
れ
よ
う
と
す
る
原
発

労
働
者
た
ち
。
取
材
は
困
難
を
極
め
、
生
活

は
い
つ
も
苦
し
か
っ
た
。
こ
の
本
が
圧
巻
な
の

は
、撮
影
現
場
で
交
わ
し
た
や
り
と
り
の
一
語

一
語
、
場
面
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
見
事
に
蘇
る

と
こ
ろ
だ
。
た
だ
写
真
を
撮
れ
ば
い
い
と
い

う
の
で
は
な
い
。
被
写
体
と
な
っ
た
ひ
と
た

ち
の
人
生
の
意
味
を
理
解
し
、
そ
の
無
念
を

世
に
届
け
よ
う
と
し
た
。

　

原
発
で
被
曝
し
健
康
を
損
ね
、日
本
で
初

め
て
国
や
企
業
を
相
手
に
裁
判
を
起
こ
し
た

岩
佐
嘉
寿
幸
さ
ん
。
メ
デ
ィ
ア
不
信
の
か
た

ま
り
だ
っ
た
岩
佐
さ
ん
は
、
著
者
だ
け
を
信

じ
、
自
宅
や
病
院
な
ど
、
全
て
を
撮
ら
せ
た
。

著
者
の
目
線
は
、レ
タ
ス
農
家
を
諦
め
工
場

労
働
者
を
志
し
た
若
き
日
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

揺
る
が
ぬ
人
生
に
、
感
動
と
ひ
と
の
尊
さ
を

見
る
。�

永
田
　
浩
三（
武
蔵
大
学
教
授
）
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こ
こ
ろ
が
折
れ
そ
う
な「
危
機
の
時
代
」

で
あ
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
奥
に
ど
ん
な
原

風
景
が
宿
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
先
の
戦
争

で
無
条
件
降
伏
の
敗
戦
を
し
て
か
ら
77
年
の

歳
月
を
刻
む
。
齢
82
に
な
っ
て
も
、
鮮
烈
に

よ
み
が
え
っ
て
く
る
・
・
・
。

　

１
９
４
５
年
春
、
大
阪
大
空
襲
を
防
空
壕

で
生
き
抜
き
、徳
島
県
三
縄
村（
現
・

三
好
市
）へ
疎
開
し
た
が
８
月
に
終

戦
。
母
に
連
れ
ら
れ
小
学
校
校
庭

で
ラ
ジ
オ
の
玉
音
放
送
を
蝉
し
ぐ
れ

の
下
で
聴
い
た
。
そ
の
日
、
夕
飯
で

食
し
た
吉
野
川
小
歩
危
で
獲
れ
た

天
然
鮎
の
香
り
が
今
も
か
す
か
に
匂

う
。
ま
さ
に
、「
国
破
れ
て
山
河
在

り
」を
体
感
し
た
。

　
や
が
て
朝
鮮
戦
争
の
特
需
景
気
で

戦
後
復
興
に
拍
車
が
増
す
。
経
済

成
長
で「
不
死
鳥
」
と
世
界
に
礼
賛

さ
れ
た
驕
り
か
ら
か
、
水
資
源
開
発

促
進
法
な
ど
が
生
ま
れ
、日
本
列
島

改
造
で
巨
大
ダ
ム
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
、
今
や
既

存
ダ
ム
２
７
５
０
基
に
及
ぶ
。
各
地
の
原
風

景
が「
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」で
破
壊
さ
れ
、

そ
の
公
共
事
業
の
ツ
ケ
を
払
う
よ
う
に
昨

今
、
大
水
害
や
山
地
崩
壊
が
頻
発
し
、
因
果

が
め
ぐ
る
。

　

吉
野
川
で
も
「
小
歩
危
ダ
ム
」
計
画
が

１
９
５
０
年
に
浮
上
。
小
競
り
合
い
が
あ
っ

た
も
の
の
、
地
元
住
民
た
ち
が
敢
然
と
反
対

運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
幽
玄
な
渓
谷
美
を
人
造
湖
に
沈
め
て
は

な
ら
ぬ
」
と
県
・
国
へ
陳
情
、
原
風
景
で
連

帯
を
育
み
な
が
ら
、つ
い
に
１
９
７
０
年
ダ
ム

建
設
計
画
を
中
止
さ
せ
た
。

　
そ
の
背
景
に
ロ
ー
カ
ル
紙（
徳
島
新
聞
）の

誉
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
惜
し
ま
れ
る
大
歩
危
渓
谷
美
、
地
質
学
的

で
も
〝
宝
庫
〟　

ダ
ム
建
設
で
４
キ
ロ
が
湖
底

に
」の
大
見
出
し
で
報
道
。
そ
の
後
も
、「
建

設
中
止
」ま
で
を
丹
念
に
追
跡
し
た
マ
ス
コ
ミ

の
原
点
が
う
か
が
え
る
。

　

今
や
国
策
に
抗
い
市
民
の
盾
に
な
る
マ
ス

コ
ミ
報
道
は
少
な
い
。
世
界
第
三
位
の
原
発

大
国
づ
く
り
に
加
担
し
た「
不
都
合
な
真
実
」

が
、３
・
11
福
島
原
発
事
故
で
あ
ら
わ
に
な
っ

た
。
阿
波
踊
り
は「
踊
る
阿
呆
に
観
る
阿
呆
」

と
囃
し
た
て
る
が
、
現
在
進
行
中
の
人
類
史

未
曽
有
の
放
射
能
汚
染
に
、「
踊
ら
さ
れ
た
リ

ア
ル
」を
噛
み
し
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

還
暦
に
吉
野
川
を
再
訪
し
、
大
歩
危
で
鮎

料
理
を
食
し
た
が
、
往
時
の
香
り
は
な
か
っ

た
。
老
い
た
伯
父
曰
く
「
上
流
に
早
明
浦
ダ

ム
が
造
ら
れ
た
け
ん
、天
然
鮎
は
お
ら
ん
」
故

郷
の
訛
り
に
悔
し
さ
が
に
じ
む
。

　

も
う
わ
が
国
に「
不
死
鳥
」の
翼
は
な
い
。

歴
史
に
学
び
、
理
不
尽
な
公
共
事
業
の
あ
り

方
を
問
い
直
す
よ
す
が
に
と
、
原
風
景
を
守

り
抜
く
展
望
を
映
画
に
託
し
て
い
る
。

＊
筆
者
は
１
９
９
３
年
シ
グ
ロ
製
作『
あ
ら

か
わ
』に
関
与
。
２
０
１
３
年『
シ
ロ
ウ
オ
〜

原
発
立
地
を
断
念
さ
せ
た
町
』、２
０
１
８
年

『
い
の
ち
の
岐
路
に
立
つ
〜
核
を
抱
き
し
め

た
ニ
ッ
ポ
ン
国
』を
製
作
。

＊
写
真
は
、
球
磨
川「
荒
瀬
ダ
ム
」
撤
去
後
の

旧
ダ
ム
湖
に
清
流
が
戻
り
、モ
ク
ズ
ガ
ニ
漁
を

す
る
鶴
之
湯
旅
館
の
大
山
大
典
さ
ん
。
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●
映
画「
悠
久
よ
り
の
愛
」を
見
て
②

わが原風景に映画製作の原点
〜踊る阿呆に観る阿呆〜
矢間　秀次郎（プロデューサー）

「理不尽な公共事業NO！の会」
発会記念

日　時：�11月5日（土）12：30開場、13：
00上映（上映後、プロデュー
サーのトーク、馬奈木弁護士講
演など16：00終了予定）

会　場：�福岡県弁護士会館（地下鉄七
隈線「六本松駅」3分）

参加費：�@1000円
連絡先：�電話090-3602‐3842（荒

木）、メールimaa.kik@gmail.
com（今村）

主　催：理不尽な公共事業NO！の会

映画『悠久よりの愛』上映会案内



水 の 輪
　
「
若
い
木
は
食
欲
旺
盛
。炭
酸
ガ
ス
を
吸
収

し
、地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
。成
熟
す

る
と
食
欲
は
落
ち
る
が
、油
を
蓄
え
て
粘
り

強
く
な
り
、腐
り
に
く
く
優
秀
な
建
材
と
な

る
。木
に
は
樹
齢
に
よ
り
活
か
し
方
が
あ
る
。

し
か
し
今
、国
産
材
離
れ
が
進
み
、森
林
は
荒

廃
し
て
い
る
」

　

木
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、材
木
業
を

営
む
大
槻
忠
男
さ
ん
が
建
て
た
木
の
博
物
館

「
木
力
館
」。無
垢
材
や
漆
喰
な
ど
自
然
素
材

の
み
を
用
い
、大
工
の
技
を
駆
使
し
た
延
べ
床

面
積
86
坪
二
階
建
て
の
建
物
だ
。

　

館
内
は
木
の
香
り
に
満
ち
、訪
問
し
た
日

は
気
温
37
度
の
猛
暑
日
だ
っ
た
が
、扇
風
機
だ

け
で
快
適
に
過
ご
せ
る
。木
の
断
熱
効
果
と

湿
度
調
整
力
に
驚
い
た
。

　

車
で
数
分
の
別
館「
館
長
の
家
」は
平
屋
建

て
の
日
本
家
屋
。キ
ッ
チ
ン・バ
ス・
ト
イ
レ
ま

で
す
べ
て
自
然
素
材
で
作
ら
れ
て
い
る
。住
宅

相
談
に
訪
れ
た
人
に
こ
こ
で
木
の
家
の
良
さ

を
体
験
し
て
も
ら
う
と
い
う
。

　

次
世
代
に
木
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
に
も

力
を
入
れ
る
。地
元
の
保
育
園
に
県
産
材
の

積
み
木
を
贈
り
、小
中
学
校
で
は
カ
ン
ナ
が
け

体
験
等
を
開
催
。木
の
香
り
は
生
涯
忘
れ
な
い

は
ず
、と
子
供
た
ち
に
未
来
を
託
す
。

　

自
然
と
共
生
す
る
健
康
的
な
住
ま
い
の
普

及
を
願
っ
て
大
槻
さ
ん
は
奮
闘
し
て
い
る
。

●
所
在
地
＝
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
新

方
須
賀
５
５
８-

２
。

開
館
時
間
＝
10
時
〜
16
時
。（
休
憩
時
間
：
12

時
〜
13
時
）。別
館
見
学
は
要
予
約
。

休
館
日
＝
年
中
無
休（
年
末
年
始
等
要
確
認
）

交
通
手
段
＝
東
武
野
田
線
岩
槻
駅
／
東
武
伊

勢
崎
線
越
谷
駅
よ
り
バス
。

入
館
料
＝
無
料
。

☎
０
４
８-

７
９
９-

１
５
６
０

＊
次
号
は「
中
帰
連
平
和
祈
念
館（
埼
玉
県

川
越
市
）」の
予
定
。

▼2010年創刊から12年余、お陰様で30号
を迎えました。遅々たる歩みですが、会員、協
賛広告出稿者、なによりも読者に恵まれての到
達点、御礼申し上げます。▼内外共に環境問
題は、より複雑怪奇な状況で国土崩壊の危惧
を禁じえません。「最大の環境破壊」は戦争で
す。“核の恫喝”でプーチンのウクライナ侵略が
始まっただけに戦争による唯一の被爆国ニッポ
ンの視座が厳しく問われます。�（石橋　浩治）
▼1972年に当会の前々身・三多摩問題調査
研究会が冊子『水辺の空間を市民の手に』を
刊行し、水俣病センターの記事を掲載。西武
百貨店で開催の「ユージンスミス写真展」に協
賛し、会場で頒布。その表紙にご夫妻がサイン。

この“宝物”を示して50年ぶりにアイリーン・
美緒子・スミスさんに再会できた。ジョニー・
デップ製作／主演の映画『MINAMATAミナ
マタ』〔©Larry Horricks、提供：ロングライド
☎03-6264-4113麻生〕が今春、東京学芸大
学で上映された賜物。「一枚の写真が世界を
呼び覚ます感動作」の自主上映会を開催しま
せんか。� （矢間　秀次郎）
▼7月下旬、函館市に赴き、工藤壽樹市長にお
会いした。函館市は大間原発の建設差し止め
を求めて裁判を起こしている。原発建設差し止
め訴訟を起こした自治体は、函館市だけだ。裁
判に至る思いをじっくりうかがった。翌日は寿
都町と神恵内村へ。いずれも「脱原発をめざす
首長会議」の活動です。詳しくは、当会のホー
ムページを。▼本号は㈱共同印刷所で5,500
部印刷、次号は3月の予定。� （佐藤　和雄）

水
系
博
物
館・美
術
館
め
ぐ
り
㉚

  
木
力
館

   　
木
の
魅
力
を
五
感
で
体
感

弓
削
　
悦
子
（
編
集
委
員
）
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